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1.パーソントリップ調査とは

1日の外出行動について、「年齢などの個人属性」、「出発地・目的地」、「移動時刻」、「目的」、「交通手段」などを調
査し、人の移動実態を把握するもの。
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【パーソントリップ調査とは】

調査結果は、「都市計画」や「交通計画」、「防災計画」、「環境対策」など、さまざまな分野での活用が可能であり、こ
れからの快適で住みやすいまちづくりを検討するための基礎資料とすることができる。

【パーソントリップ調査の活用方法】

都市計画

人口減少・超高齢化社会の到来に対応し
た、地域の中心部に都市機能を集積させ
たまちづくりの検討に活用

交通計画

交通結節点における乗継改善や
市町のコミュニティバスの計画、鉄
道の利便性向上等の検討に活用

交通計画

交通結節点における乗継改善や
市町のコミュニティバスの計画、鉄
道の利便性向上等の検討に活用

防災計画

地震発生時等における帰宅困難者数
の把握や災害時の対策の検討に活用

環境対策
自動車などの交通による今後のCO2
排出量の予測や環境にやさしいまち
づくりの検討に活用

これからの都市「集約型」

都市機能の集積
●中心市街地再生・活性化
●公共交通の利用促進

郊外の沿線開発を抑制
●周辺環境の保全

郊外（農地）の無秩序な開発を抑制
●新規の都市基盤整備は不要

バス利用の多い駅で、
バス停から駅までの
バリアフリー化、
乗継利便性の向上

自転車利用の多い駅
で駐輪場の整備

福祉・医療関係

福祉・医療施設の立地、各施設へのア
クセス検討に活用



2.検討体制

調査の基本方針等の基幹決定組織となる「委員会」、ならびに下部組織として、計画策定に関する調査研究の企画
及び実施の方針について技術的な検討を行う「技術検討部会」による体制とする

県庁内・市町の多様な視点を計画に反映することを目的に、「連絡会」の場を設置し、福祉や観光等の関連部署の意
見を吸い上げるとともに、交通戦略を策定する上での意識の共有化を図る
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【検討体制】

委員会

技術検討部会

基幹決定組織

技術的検討組織

連絡会

市町関係部会 庁内関係部会

関連部署の意見の
吸い上げ

意識の共有化

データの有効活用

調査スケジュール

平成23年度：調査実施に当っての事前検討：計画課題の抽出、調査スペック・調査方法の検討

平成24年度：実態調査等：パーソントリップ調査、データ処理、基礎集計

平成25年度：現況分析：現況集計・分析、課題の検討、将来像の検討、交通需要予測

平成26年度：「都市・交通の統合戦略」の策定



人口減少時代では、既存ストックを有効に活用し、環境にやさしい都市を形成するため、拠点都市の中心市街地等で

は集約型の都市構造とそれを支える交通体系を充実させていくことが必要
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【実現すべき都市構造】

都市機能の集約と融和による、

生活の質が高く、環境持続性のある

都市づくり

◆ 持続発展の可能なまちづくりを目指します。

◆ 安全･安心で快適な、生活の質の高い

都市の構築を目指します。

◆ 効率的で地域の特性を活かした都市構造

の実現を目指します。

基本目標基本目標

基本理念基本理念 実現すべき集約型都市構造
◆ 集約拠点が公共交通機関を主としたネットワークで有機的に連携した

都市構造を形成します。

◆ 多様性のある集約拠点を形成し、人口の移動や商業業務施設の再配置

など、プラスの連鎖を誘引します。

実現すべき集約型都市構造
実現による効果

○まちの安全性の向上
○まちの賑わいづくり
○都市財政の健全化
○環境負荷の低減
○適正な土地利用
○景観の保全
○公共交通機関の維持

現在の都市構造

都市構造改革

集約型都市構造の実現に向けたまちづくり基本方針（平成１９年１０月）

3.都市概況を踏まえた計画課題の設定
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【計画課題の設定】

○安全かつ円滑な交通体系の構築

○環境に配慮した持続性の高い交通体系の構築

○中心市街地の求心性向上に資する交通体系の構築

○自動車や公共交通等、各種交通相互の連携強化による
総合交通体系の構築

○高齢者や移動困難者等に対応するための移動手段の確保

県外等との広域的な交流や観光活動を支える交通体系の構築

集約型都市構造を支える交通体系の構築

集約型都市構造を支える交通体系を構築することが重要な課題

加えて、顕在化されている課題に対しても、視点として重要視することが必要

3.都市概況を踏まえた計画課題の設定



4.本日の委員会で検討していただきたいこと

計画課題の設定、実態調査等の構成、

調査手法の検討、調査対象範囲の検討、

実態調査等の設計、スケジュール等
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【平成24年度調査の流れ】 【委員会・検討部会のスケジュール】

【本日の委員会で検討していただきたいこと】

高松広域PT調査の実施方法 ⇒実施方法、調査スペック等は適正か。

第1回検討部会（H24.8.1）

・事前検討の整理

・PT調査スペック確認

・実施方法・時期の確認

・広報活動 等

第2回検討部会（H25.3頃）

・調査結果概要
・データ整理
・土地利用交通モデル
・今後の予定 等

実態調査等の設計 ⇒分析事項に対して、調査項目・方法に問題はないか。

調査全体計画

調査物件作成

実態調査の実施

広報活動

マスターデータの作成及び基礎集計

土地利用交通モデル構
築に向けた資料整理
・現状分析
・課題抽出
・既存モデルの基本研究

第1回委員会

（H24.8.28）

第2回委員会

（H25.3頃）

H23

検討

事項

広報計画 ⇒広報物件のデザイン、広報場所、スケジュールは適正か。
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本県が推進する、三層の集約拠点とそれらをつなぐ都市軸からなる集約型都市構造の実現に向けてのデータ収集や、
総合的な都市交通計画の策定が必要である。

そこで、広域拠点および地域拠点への依存率の高い市町（=島嶼部を除く８市6町）を調査対象圏域とする。 （島嶼
部は、フェリー利用者を対象に補完調査を行い、データの収集を行う。）

【調査対象圏域】

  

広域拠点 

地域拠点 

コミュニティ拠点 

主な広域連携軸 

主な地域連携軸 
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参考：通勤通学流動に基づく依存状況

赤字：10％以上

青字：5％以上
赤字：10％以上

依存率 高松市 丸亀市 坂出市 善通寺市 観音寺市 さぬき市 東かがわ市 三木町 宇多津町 琴平町 多度津町 10％以上市町数

高松市 ● 88.8% ● 88.8% 1.1% 1.7% 0.4% 0.1% 2.2% 0.3% 1.7% 0.5% 0.1% 0.1% 1 ●

丸亀市 11.3% ●
(旧丸亀市)

11.3% 51.3% 12.9% 5.9% 1.1% 0.1% 0.0% 0.1% 5.2% 1.3% 3.6% 3 ●

坂出市 18.1% ● 18.1% 11.8% 55.4% 1.7% 0.4% 0.2% 0.1% 0.1% 6.0% 0.3% 1.2% 3 ●

善通寺市 7.3% ● 7.3% 17.7% 5.1% 48.6% 2.0% 0.1% 0.0% 0.1% 2.1% 3.2% 5.2% 2 ●

観音寺市 2.6% ●
（旧観音寺市）

2.6% 2.7% 0.9% 1.8% 68.5% 0.0% 0.0% 0.0% 0.6% 0.5% 1.3% 1 ●

さぬき市 33.6% ●
（旧志度町）

33.6% 0.3% 0.3% 0.2% 0.1% 51.5% 6.5% 5.5% 0.2% 0.0% 0.1% 2 ●

東かがわ市 14.2% ●
（旧大内町）

14.2% 0.1% 0.1% 0.1% 0.0% 14.2% 66.1% 1.7% 0.0% 0.0% 0.0% 3 ●

三豊市 4.0% 4.0% 7.6% 2.3% 4.1% 19.2% 0.0% 0.0% 0.0% 1.1% 1.2% 3.7% 1 ●

土庄町 4.7% 4.7% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0

小豆島町 2.7% 2.7% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0

三木町 48.6% ● 48.6% 0.6% 0.7% 0.3% 0.0% 10.3% 1.2% 36.4% 0.2% 0.0% 0.0% 3 ●

直島町 3.3% 3.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0

宇多津町 11.5% ● 11.5% 20.0% 24.6% 3.1% 0.5% 0.2% 0.0% 0.0% 31.7% 0.4% 2.8% 4 ●

綾川町 47.5% 47.5% 5.8% 5.7% 1.5% 0.4% 0.8% 0.2% 0.6% 1.3% 1.2% 0.4% 1 ●

琴平町 9.4% ● 9.4% 14.6% 4.3% 10.4% 1.2% 0.0% 0.0% 0.0% 1.9% 39.3% 3.3% 3 ●

多度津町 9.0% ● 9.0% 22.6% 6.6% 9.6% 2.1% 0.0% 0.0% 0.0% 3.6% 1.4% 37.2% 2 ●

まんのう町 9.9% 9.9% 17.3% 5.7% 8.6% 1.7% 0.0% 0.0% 0.0% 2.1% 10.3% 3.4% 2 ●

広域拠点 地域拠点 地域拠点への依存率
調査対象

資料）平成22年国勢調査
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【ゾーニング】

■ ゾーニングの方針

1) 集約型都市構造に関する分析への対応
・集約型都市構造に関する分析を行なうため、高松市等、人口が郊外部に拡散している市町については、

現在の人口集積状況を踏まえてゾーニング

2) 既存調査のゾーン区分との整合

・第2回香川中央都市圏PT調査（平成元年）、平成22年全国道路交通センサスのデータを活用できるように

これら調査のゾーン区分との整合をとる。

⇒第2回PT調査ゾーンを基本としつつ、H22道路交通センサスゾーンと不整合な場合は、センサスゾーンと

合致するよう変更

3) 調査・解析制度の保障と精度の均質性の確保

・調査精度が保障されるゾーン数に分割するとともに、各ゾーンの人口規模のバランスを保つことにより、

ゾーンに集積する交通量のばらつきを少なくする。

4) 町・丁・字界との対応

・人口フレーム等のデータを活用し、また実態調査の際にトリップの発着点が明確になるように、町・丁・字界と

の整合を図る。

H1PTゾーン 国道

H22センサスゾーン 主要地方道

H24PTゾーン（案） 一般県道

H1PTゾーンと
H22センサスゾーン

H1PTゾーンと
H24PTゾーン（案）
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【ゾーン図】
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【調査対象者数】

【抽出率の算出】

ゾーン数122の場合の抽出率：8.2％

ただし、相対誤差RSD（A）=20％以下
信頼度=95％
カテゴリー数=4手段×4目的×ゾーン数122

ＲＳＤ（Ａ）＝Ｋ （ＺＫ－１）・
１－ｒ 

ｒ

１ 

Ｎ
・ ｒ＝

ｎ 

Ｎ

ＲＳＤ（Ａ）＝相対誤差 
　　　　　Ｋ＝信頼度により定まる係数 
　　　　ＺＫ＝カテゴリー数 
　　　　　ｒ＝標本抽出率 
　　　　　Ｎ＝母集団総数 
　　　　　ｎ＝有効サンプル数

【標本数の算出】

標本数 =対象圏域内5歳以上人口（921,016人）×抽出率（8.2%）=75,523人

【調査票配布数の算出】

・本体調査・付帯調査

配布数=標本数（75,523人）÷想定回収率（25%）=302,093人（132,762世帯）
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【調査対象抽出世帯数（市町別内訳）】※回収率が25%を下回った場合における追加調査に備え、回収率を20%と想定した世帯数を抽出

世帯数 人口 抽出世帯数※

高松市 186,485 407,906 76,578 

坂出市 24,032 53,744 9,893 

丸亀市 46,238 106,131 19,017 

さぬき市 20,277 50,799 8,337 

東かがわ市 13,994 33,257 5,756 

善通寺市 14,518 31,877 5,972 

観音寺市 23,415 60,275 9,639 

三豊市 24,855 66,942 10,212 

宇多津町 7,920 16,661 3,271 

三木町 11,303 27,716 4,635 

綾川町 9,354 24,256 3,837 

多度津町 9,902 22,612 4,062 

琴平町 4,319 9,682 1,772 

まんのう町 7,215 9,158 2,972 

計 403,827 921,016 165,953 
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【PT調査で分析すべきこと】

現状の交通サービス状況に対するトリップ状況の分析に基づく現状問題点の明確化

現状の交通サービス状況（公共交通網・道路網・各種交通サービス状況）は、どれだけのトリップに対応でき
ているか。

対応できている、または対応できていないトリップの個人属性、トリップ内容はどのような構成になっているか。

ネットワーク面、サービス内容面に関して、どのような問題点があるのか。

現在の趨勢による将来交通サービス状況等の定量的検証

現在の趨勢（都市・交通政策を講じない）で人口減少等の社会情勢が変化した場合、現在の交通サービス内
容を維持することによって生じる「都市経営」の逼迫状況はどの程度か。

公共交通利用者の減少に伴い、公共交通サービスが低下した場合における「モビリティ」、「環境」はどのよう
な状況になるのか。

集約型都市構造への誘導に効果的な交通体系の検討

交通サービス水準の向上、交通ネットワークの再構築に伴う土地利用への影響分析

シナリオ（案）①実現可能な交通施設整備を前提にソフト施策を連携したケース

シナリオ（案）②人口減少・市街地縮退時代を視野に入れた持続可能な都市形成の長期モデル
（実現性の考慮なし）

香川県が目指す将来都市構造（集約型都市構造）へ誘導に資する「都市・交通の統合戦略」を策定

計画済み施策の定量的検証

高松市総合都市交通計画等で計画されている各種交通対策に関する定量的な検証

5.調査全体計画
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計画課題
インプット
（施策（案））

アウトプット

アウトカム

都市 交通

経営 活性化 生活 利便性 安全 環境

集約型都市構造を支える
交通体系の構築

・拠点地域内交通軸の整
備（LRT・BRT等）

・拠点間軸の強化

・住替え誘導施策 等

・人口分布

・DID地区面積

・アクセシビリティ

・歳入/歳出

・中心市街
地来訪者数

・小中学校
徒歩圏
（●km）カ
バー率

・病院・買い
物施設カ
バー率

等

・公共交通
・自転車
・徒歩
利用者数

・トリップ長

・公共交通
満足度

・混雑度/渋
滞損失時
間

・中心部通
過交通量

等

・事故件数

・事故損失
額

等

・自動車から
のCO2
排出量
（全県）

・自動車から
のSPM・
NOx
排出量
（地区単

位）

自動車や公共交通等、
各種交通相互の連携
強化による総合交通体
系の構築

・結節機能向上強化
（交通結節点整備）

等

・乗継時間

安全かつ円滑な交通
体系の構築

・公共交通サービス向上

・都市計画道路等道路整
備

等

・アクセシビリティ

・道路網密度

環境に配慮した持続性
の高い交通体系の構
築

・公共交通サービス向上

・スローモビリティ対応として
の道路空間再編

等

・自転車走行空間
延長

・アクセシビリティ

高齢者や移動困難者
等に対応するための移
動手段の確保

・公共交通空白地域の是
正
（ﾃﾞﾏﾝﾄﾞ等による対応）

・公共交通カバー人
口

中心市街地の求心性
向上に資する交通体系
の構築

・スローモビリティ対応として
の道路空間再編

・ｿﾞｰﾝ30 等

・自転車歩行車道
延長

県外等との広域的な交流
や観光活動を支える交通
体系の構築

・IC・駅からのｱｸｾｽ性向上

・ｼｬﾄﾙﾊﾞｽ運行

・ICｱｸｾｽ道路整備 等

・観光地カバー状況
（ex.駅・IC30分

圏）
- - -

【計画課題に関するインプット（施策）⇒アウトプット⇒アウトカム】



5.調査全体計画
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【その他関連施策との整合】

まちづくりおよび交通に関わる各種計画と整合を図る。

【香川県全域】

せとうち田園都市香川創造プラン

【地域別計画】

都市計画区域マスタープラン（12都市計画区域）

【市町別計画】

市町総合計画（全市町）

都市計画マスタープラン（高松市・丸亀市・さぬき市・観音寺市・善通寺市）

【市町別個別計画（交通分野）】
高松市総合都市交通計画 高松市交通戦略計画
高松市環境配慮型都市交通計画 高松地区における自転車を利用した都市づくり計画
地域公共交通総合連携計画
（坂出市・丸亀市・ことでん沿線地域（高松市等3市4町）・小豆島地域（土庄町・小豆島町）・宇野高松航路
沿線（高松市・玉野市））

上
位
計
画

関
連
計
画



5.調査全体計画
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【実施が必要な調査体系】

<必要なデータ> <設問を設ける調査票>

個人属性別トリップ状況
（ある一日の詳細トリップ）

都市圏内居住者

都市圏外来訪者

個人属性別外出状況
・一定期間における外出頻度およびトリップ内容

公共交通に関する意向・満足度

世帯構成・個人属性（性別・年齢・制約状況）

住居状況

世帯票

・サンプルの個人属性
・5歳未満の人数・就園状況
・住居状況

個人票

・サンプルのトリップ状況（平日のみ）

付帯調査

※本体調査時15歳以上の方を対象

・外出頻度
・公共交通の満足度
・公共交通サービスに関する意向

補完調査

※交通結節点における域外来訪者への
アンケート配布

・来訪者のトリップ状況（平日のみ）



5.調査全体計画
17

項目 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

調査票作成

広報活動

調査対象世帯抽出

調査票等準備

調査実施本部

調査実施

データ処理

基礎集計

委員会・検討会 1日_検討部会

28日委員会

上旬：検討部会

下旬：委員会

関係機関調整

掲載

媒体作成

電子抽出・電子データ受領

データチェック

調査票等印刷

封入

データパンチ・エディティング・拡大処理等

関係機関調整

発送（10/8・15・29・11/5）

調査日（10/16・23・11/6・13）

回収〆（10/30・11/6・20・27）

【本年度のスケジュール】

高松市内に開設（場所選定中）



6.調査物件の作成
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【同封する調査物件】

■本体調査

送付用封筒

■補完調査

返信用封筒
調査票 トリップ状況および満足度等に関する調査票

（A3モノクロ両面）

ボールペン 記入用ボールペン（1本/世帯）

調査説明書 送付状兼調査日、調査方法に関する説明
（A4モノクロ両面）

依頼状
兼説明チラシ

県知事及び地元首長からの調査協力依頼状、
PTに関する説明チラシ（A3カラー両面1枚）

記入例 世帯票および個人票に関する記入例

（A3カラー両面）

世帯票 世帯に関する調査票（A3カラー片面）

個人票 個人のトリップ状況に関する調査票

（A3カラー両面・5歳以上人数分）

付帯調査票 公共交通満足度等に関する調査票
（A4モノクロ両面・ 15歳以上人数分）

選択肢表 各選択肢に関する内訳表（A3カラー片面）

返信用封筒 1枚/世帯

ボールペン 記入用ボールペン（1本/世帯）



6.調査物件の作成

設問項目
– 5歳以上の方の属性

（性別・年齢・就業形態・免許保有・勤務先
・外出に際しての困難の有無）

– 5歳未満の方の状況
（年齢・就園状況・送迎時間・送迎者）

– 住居状況
（形態・所有・居住年数）

– 自動車保有状況

19

【調査票の設計：①本体_世帯票（A3片面）】

データの使用用途

– 個人属性毎のトリップ状況分析

– 5歳未満の方の有無に伴うトリップ状況の差異分析
など
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【調査票の設計：②本体_個人票（A3片面）】

6.調査物件の作成

設問項目

– トリップ状況
（OD、移動目的、移動時間、利用交通手段、

乗降・乗換駅、乗車した車の内容）

データの使用用途

– トリップ状況分析

– 交通モデルに基づく将来需要予測

– アクセシビリティを算出した上での土地利用動向検証
など



設問項目

–目的別外出頻度とその際の
主な利用交通手段

–マイカー通勤に関する環境
（手当て、駐車場確保状
況）

–公共交通の利用頻度

–公共交通の満足度

–公共交通の改善点
及び意向

21

【調査票の設計：③付帯調査票（A4両面1枚）】

データの使用用途

–PT調査日以外の状況分析
（特に、高齢者の外出状況）

–マイカー通勤対策

–公共交通の問題点把握

–公共交通サービスレベル

向上時の動向予測 など

6.調査物件の作成



【調査票の設計：④補完調査票（A3両面）】

設問項目
（高速バス・鉄道・航空・フェリーに関して作成）

– 高松広域都市圏への来訪頻度

– 高松広域都市圏でのトリップ状況
（出発地・目的地

・都市圏内交通手段・来訪目的）

– 来訪交通手段に関する選択理由

– ターミナルでの乗継に関する満足度・改善点

データの使用用途

– 広域トリップの特性分析

– 交通結節点機能強化に資する課題抽出

22
6.調査物件の作成



7.調査実施方法

配布方法 メリット デメリット

一斉配布 ・調査日を一日に限定することができる

・広報を調査日に重点的に実施できる

・必要サンプル数に対する過不足状況が調査
が終わるまで分からない
→場合によっては追加調査の実施が必要

分割配布 ・市町別の回収率の傾向を踏まえ、送付数を変
更できる
→少ない場合は予定より多く配布
→多い場合は予定より少なく配布

・調査日が分割ロットにより異なる

・広報を長期間実施することが必要

23

【本体調査（抽出世帯・個人）・付帯調査】
■配布・郵送方法

・抽出された世帯に対して、対象世帯構成員分の調査物件を送付し、郵送回収する
・回収率の向上、必要サンプル数の確保を目的に、一斉配布ではなく分割配布により実施する
・平常時の交通量を把握するため、病院の休診状況を踏まえ、調査日を「火曜日」に設定

■分割比率（案）
・初回における重点的な広報実施および回収傾向の反映を目的に、以下の分割方法で実施

第1ロット 60％

第2ロット 20％

第3ロット 10％

第4ロット 10％

例1）第1ロットで回収率が40％に達した場合
→配布予定数100票×第1ロット60％×40％=24票

≒目標回収票25票→第2ロットで配布終了

例2）第1ロットで回収率が20％程度の場合
→100×20％=20（▲5）→配布数を25票（25×20%）追加

10/8 30

15 11/6

29 11/20

11/5 11/27

①

②

③

④

回収状況を踏まえ、③・④
での配布数を決定



上下本数

ジャンボフェリー 高松 神戸 8本

内海フェリー 高松 草壁 10本

高速艇 高松 草壁 5本

池田フェリー 高松 池田 16本

四国フェリー・小豆島急行フェリー 高松 土庄 30本

高速艇 高松 土庄 32本

豊島フェリー 高松 豊島（家浦） 8本

雌雄島海運 高松 男木島 12本

四国汽船 高松 直島（宮浦） 10本

高速艇 高松 直島（宮浦） 2本

宇高フェリー 高松 宇野 26本

四国フェリー 高松 宇野 44本

本島汽船 丸亀 本島 16本

備讃フェリー 丸亀 手島 7本

広島汽船 丸亀 茂浦 2本

三洋汽船 多度津 佐柳島 8本

粟島汽船 須田 宮の下 6本

観音寺市 伊吹島 観音寺 8本

発着港

24

【補完調査①：フェリー利用者調査】

■調査対象
・本土と島嶼部等を連絡するフェリーのうち、トリップ数が多い 「高松～宇野航路」、「高松～小豆

島航路」、「高松～京阪神航路」を対象とする

県間フェリー利用状況

資料）H17幹線旅客純流動調査データ
※県内々流動は調査対象外

0
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（トリップ/日）

7.調査実施方法

国際フェリー
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【補完調査①：フェリー利用者調査】

■調査票配布・回収方法
・フェリー降船場所にて調査票を配布し、郵送にて回収する。

■調査実施日時

・10月16日（火）～18日（木） 6：00～21：30
■その他

・調査員：3名
・配布票数：2,000票

7.調査実施方法

高松～宇野航路

高松～小豆島航路

高松～神戸航路
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【補完調査②：航空機利用者調査】

■調査対象
・高松空港到着全便（←羽田12便、←那覇1便）

■調査票配布・回収方法

・到着者を対象に、ロビーにて配布（赤点線枠箇所）

■調査実施日時

・10月16日（火）～18日（木） 7：00～21：30

■その他

・調査員：2名

・配布票数：2,000票

7.調査実施方法
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【補完調査③：高速バス利用者調査】

■調査対象
・高速バスのうち、トリップ数の多い「京阪神方面」、「四国他県」の利用者を対象とする。

県間高速バス利用状況

資料）H17幹線旅客純流動調査データ
※県内々流動は調査対象外
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上下本数

JR四国・四国高速バス(等) 高松 京都 12本

JR四国・四国高速バス(等) 丸亀・高松 大阪 92本

JR四国・四国高速バス(等) 丸亀・高松 関西空港 14本

JR四国・四国高速バス(等) 国分寺・高松 南海なんば 32本

JR四国・四国高速バス(等) 丸亀・高松 神戸 68本

JR四国・四国高速バス(等) 国分寺・高松 神戸・三宮 14本

JR四国 高松・松山 東京 2本

JR四国 高松 新宿 2本

四国高速バス 丸亀・高松 新宿 2本

四国高速バス 丸亀・高松 横浜 -

JR四国 松山・高松 名古屋 2本

四国高速バス（等） 丸亀・高松 名古屋 2本

四国高速バス（等） 丸亀・高松 名古屋 2本

JR中国・徳島バス 徳島 岡山・倉敷 6本

徳島バス・広交観光 徳島 広島 4本

九州
方面 四国高速バス 高松 福岡 2本

大川バス・徳島バス 高松 徳島 24本

四国高速バス（等） 高松 松山 30本

四国高速バス（等） 高松 高知 26本

中

国

方

面

四

国

島

内

発着停留所

京

阪

神

方

面
関

東

方

面
名

古

屋

方

面

7.調査実施方法
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【補完調査③：高速バス利用者調査】

■調査票配布・回収方法

【四国内の高速バス（JR四国バス・四国高速バス・大川バス）】
→徳島県、愛媛県、高知県からの来県者を対象に実施

・座席前ポケットへ設置し、乗車中に回答していただいたうえで、
座席前ポケットに格納していただき、運転手により回収を行うこととする。

・ドライバーによる車内アナウンスを実施していただき、回収率向上に努める。

【関西方面の高速バス（阪急バス・京阪バス・ 西日本JRバス等）】

→京阪神地域から来県者を対象に実施

・大阪駅（梅田駅）、なんば駅、三ノ宮駅の高速バスターミナルの待合空間にて、
調査員により乗客に直接配布し、郵送回収する。

■調査実施日時

・10月16日（火）～18日（木） 6：00～21：30
■その他

・調査員数：6名（3ターミナル各2名）

・配布票数：3,000票

香川県民の回答
が含まれる

香川県民の回答
が含まれない

7.調査実施方法
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【補完調査④：鉄道利用者調査】

■調査対象
・マリンライナー、南風、しおかぜ等の都市圏内外間を運行する列車の利用者を対象とする。

発生量
（香川県から出発）

集中量
（香川県に到着）

発生集中量

四国内 1,054 1,345 2,399

四国外 5,394 6,653 12,047

<香川県に関連する鉄道トリップ状況 > 単位：トリップ/日

資料）H17幹線旅客純流動調査データ

7.調査実施方法
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【補完調査④：鉄道利用者調査】

■調査票配布・回収方法
【本州間の利用者】

・児島駅～坂出駅・宇多津駅間（瀬戸大橋橋
上）で、車両内にて乗客に対して直接配布する。

【四国他県からの利用者】

・高松駅ホームにて配布する。

・圏外利用者に特定して配布することが必要であ
ることから、指定席・グリーン席利用者への配布
を優先する。

■調査実施日時

・10月16日（火）～18日（木） 6：00～21：30
■その他

・調査員：6名

配布票数：3,000票

児島駅→四国
普通 快速 寝台特急 トロッコ

5時台 1 1本
6時台 1 1 2本
7時台 2 1 1 4本
8時台 2 1 3本
9時台 3 1 1 5本
10時台 1 2 1 1 5本
11時台 1 2 1 1 1 6本
12時台 2 1 1 1 5本
13時台 2 1 1 4本
14時台 2 1 1 4本
15時台 1 2 1 1 5本
16時台 2 1 1 1 5本
17時台 1 2 1 1 5本
18時台 2 1 1 4本
19時台 2 1 1 1 5本
20時台 2 1 1 4本
21時台 2 1 3本
22時台 2 1 3本
23時台 2 2本
0時台 2 2本

坂出駅→本州
快速 寝台特急 トロッコ

4時台 1 1本
5時台 1 1本
6時台 2 2本
7時台 1 1本
8時台 2 2本
9時台 2 1 3本
10時台 3 3本
11時台 2 2本
12時台 2 2本
13時台 2 2本
14時台 2 2本
15時台 2 2本
16時台 2 2本
17時台 2 2本
18時台 2 2本
19時台 2 2本
20時台 2 2本
21時台 2 1 3本
22時台 1 1本
23時台 1 1本

特急

サンライズ
瀬戸

瀬戸大橋
アンパンマ

ントロッコ

マリンライ
ナー

合計

合計発車時刻

発車時刻

瀬戸大橋
アンパンマ
ントロッコ

サンライズ
瀬戸

うずしおしおかぜ南風
マリンライ

ナー

7.調査実施方法



8.広報計画
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【広報活動の方針】

県全体の取組であることの周知徹底

PT調査は将来のまちづくり（香川県づくり）を検討する重要な基礎資料となる調査である一方で、

サンプル調査であることを踏まえ、抽出された県民に、「代表者として調査に協力する必要があ

る」という意識醸成を図るため、広報PRを通じて県全体の取組であることの周知徹底を図る

効率的なPRの実施

県民全体に対して、「広く・浅く」周知することを

目的に、ホームページや駅へのポスター掲示など、

多くの人の目に触れる箇所での情報提供を実施

被験者に対して、「丁寧に」周知することを目的に、

調査の位置づけや活用方法などをまとめた

パンフレットを同封することにより、周知の徹底・

協力意識を醸成

STEP1：調査の認知 STEP2：調査の理解 

⇒調査票を開けてもらう ⇒調査票に記入してもらう 

 
広報誌、ポスター パンフレット 

インターネット（ホームページ） 
ツイッター 等 

PRのステップ



8.広報計画
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【調査のPR体系（案）】

広く・浅く 狭く・丁寧に

インターネット

・高松広域都市圏が抱える問題、PT調査実施の目的、活用方策、これまでの調査でわかったこと、調査全体の流れなど、詳しく情報提供

・県関連部署のHPだけでなく、市町、交通事業者等にバナーを設置

ソーシャルネットワーキングサービス（ツイッター等）

・県全体としての取組であることの周知徹底や、協力依頼などを県や市町等のツイッターより発信

行政広報誌等

・広報誌等を活用して広域的な広報
を実施

・広報誌自体への記載及び、チラシの
差込

集客施設・駅へのポスター等掲示
・鉄道駅・商業施設などの集客施設に協力
依頼に関するポスターを掲示

・カーフリーデーなど、イベントにおいての広報も
実施

依頼状兼説明チラシ

・調査票発送時にPT調査を理解してもらうた
め、依頼状兼説明チラシを同封

・調査目的や調査の活用方法、活用結果の
例示などを整理
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【依頼状兼説明チラシ】

記載項目

–パーソントリップ調査の説明

–調査結果の活用方法の説明

–調査対象地域と調査方法の説明

8.広報計画



8.広報計画
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【チラシ・ポスターのデザイン（案）】



9.今後3ヵ年の検討の流れ
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Ｈ
24
年
度

Ｈ
25
年
度

Ｈ
26
年
度

<パーソントリップ調査> <「都市・交通の統合戦略」の策定> <検証>

調査実施
・サンプル特定 ・広報実施
・調査票印刷・配布・回収
・データパンチ等

マスターデータ作成

基礎集計

都市交通
サービス状況
ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ作成

土地利用
交通モデル
の基本研究

現状分析

現状課題の明確化

土地利用交通モデル
の構築

将来ﾌﾚｰﾑ
検討

課題に応じた戦略案検討
戦略案評価

『都市・交通の統合戦略』の策定

現状都市構造分析
・メッシュデータを用いた分析

変革にあたっての課題整理

都市構造変革シナリオの
検討


